
令和３年度

北海道建設部技術職員（中堅職員）研修

防災対応について

R３．１１．５（金）
建設部 建設政策局

維持管理防災課 施設防災係

はじめに
維持管理防災課とは・・・

道路や河川、ダム、海岸などの公共土木施設の
維持及び管理に関する業務を集約・一元化すると
ともに、公共土木施設に係る防災体制等の危機管
理、津波防災対策を含む防災施設及び防災関連業
務を所管する課です。
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なぜ、防災と関わるのか
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建設、土木に携わる技術系職員のみなさんは、こ
れから道路・河川や漁港などの土木施設の計画や整
備に携わっていきますが、

その施設を造って皆さんの仕事が終わるわけではな
く、日常から適切な維持管理にも携わり、その施設
が自然災害等にも強く、安全・安心なものとして利
用されることが大切になってきます。

そのため・・・
災害が起きない維持管理、また、災害時に施設

被害が最小限になるよう「防災」や「減災」対策
を行っていくことが大事になるため、みなさんに
も関わってもらう必要があります。

防災とは?

・災害を未然に防止し、災害が発生した場合
における被害の拡大を防ぎ、及び災害の復
旧を図ることをいう(災害対策基本法第２条)

昭和３６年に定められた
災害対策基本法に定められています。
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災害対策基本法

第１条(目的)
必要な災害対策の基本を定めることにより、
総合的かつ計画的な防災行政の整備及び推
進を図り、社会の秩序と公共の福祉の確保
に資することを目的とする。

他に
・防災に関する組織
・防災計画を作成(地域防災計画等)
・災害の予防
・災害の応急対策
・災害復旧 など
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国、都道府県、市町村の責務
(災害対策基本法３条、４条、５条)

■国の責務
・国民の生命、身体及び財産を災害から守る
・地方公共団体等と相互協力

■都道府県の責務
・都道府県の住民の生命、身体及び財産を災害から守る
・市町村等と相互協力

■市町村の責務
・市町村の住民の生命、身体及び財産を災害から守る
・市町村区域内の防災に関する組織等と相互協力

以上より、道職員及び市町村職員は住民のために
防災活動を行うことが責務になっている
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○ 北海道、市町村、その他防災上重要な施設の
管理者等が処理すべき防災上の事務又は業務
の大綱

○ 他に、 防災の組織、災害予防、応急対策、
災害復旧防災訓練、防災思想 など

【目的】
北海道地域防災計画は、災害対策基本法第40条
第１項の規定に基づき、北海道防災会議（会
長：北海道知事）が策定するもので、次の事項
を定めることにより、防災活動の総合的かつ計
画的な推進を図ることを目的としている。

北海道地域防災計画 地域防災計画とは？

災害対策基本法に規定の
ある・・・対策

「北海道危機管理センター」
(北海道庁 本庁舎地下１階)

【危機管理センターとは】

大規模災害時に、北海道災害対策本部指揮室

が置かれ、災害応急対策の指揮・命令拠点と
なります。
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建設管理部における

防災対応について
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建設管理部における防災対応

建設管理部における防災対策実施要領

各建設管理部の防災体制については、「建設管理部における

防災対策実施要領」で定めています。

建設管理部管内で災害が発生した場合、又は発生するおそれが

ある場合には、北海道災害対策本部条例に準拠して組織全体で

災害対策活動にあたることとなります。

• 災害対策基本法第46条 災害予防（災害の発生又は拡大を未然に防止）

• 同法第50条 災害応急対策（水防の応急措置、施設の応急復旧）

• 同法第51条 災害に関する情報の収集及び伝達（地理空間情報の活用に務める）

（災害対策活動）
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建設管理部における防災対応

災害対策地方本部
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各建設管理部は、「北海道災害対策本部条例」に基づき設置

される地方本部の土木技術班として、地方本部長（(総合)振興局長）

の指揮下に入り災害対策活動にあたります。（建管要領 第1）

必要に応じ、「災害対策基本法」に基づき設置される北海道災害

対策本部建設班長（建設部長）の指揮命令を受けて業務を処理します。

（建管要領 第1）

「○○（総合）振興局地域災害対策要綱」の規定に基づき、

○○地方本部指揮室が設置される場合があります。（建管要領 第2）

地方本部指揮室が設置された場合、各建設管理部は道路交通・河川班の

所掌を担当します。（建管要領 第2）

○○建設管理部における防災対策実施要領【標準様式】
改正R3/0３/0３

この要領は、○○（総合）振興局地域災害対策要綱第２章第１節第
１の規定に基づき、○○建設管理部の防災体制について定めるもの
である。

第３ 土木技術班の構成
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建設管理部における防災対応

防災体制の構築
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管内で災害が発生した場合、又は発生するおそれがある場合、

副局長（建設管理部担当）は必要に応じ防災体制をとり、

災害対策活動を実施します。

① 気象警報等が発表されたとき

② 本部長（知事）による指示

③ 地方本部長（○○（総合）振興局長）による指示

④ 副局長（建設管理部担当）による指示

⑤ 出張所長による指示

建設管理部における防災対応

非常配備基準
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建設管理部本部、事業課、出張所等では、次の配備基準により

非常配備体制を構築します。

第１非常配備 第２非常配備 第３非常配備

災害対策地方連絡本部設置 災害対策地方本部設置

震度４の地震 震度５弱又は５強の地震 震度６の地震

噴火警報（警戒レベル
２）

噴火警報（警戒レベル３） 噴火警報（警戒レベル４）

津波注意報 津波警報 大津波警報

気象警報（大雨・洪水な
ど）

特別警報（大雨・暴風な
ど）

道路・河川等パトロール

土砂災害警戒情報の発表

気象警報等による非常配備基準（例）



建設管理部における防災対応

防災体制の配備要員・配備職員

非常配備体制 配 備 内 容
配 備 要 員

建管本部 出張所等

第1非常配備

①

情報の収集・連絡調整ができる
体制

指揮監督者
連絡招集責任者
情報班【必要に応じた情報班職員】
サポート班

【必要に応じたサポート班職員】

指揮監督者
連絡招集責任者
情報班【必要に応じた情報班職員】

②

情報の収集・伝達・報告、その
他の連絡・調整事務を行い、災
害の状況に即応した対策を講ず
るため、状況によりさらに次の
配備体制に円滑に移行できる体
制

上記体制の必要な増員 上記体制の必要な増員

第2非常配備

災害の発生とともに、直ちに災
害対策活動が開始できる体制

指揮監督者
連絡招集責任者
総括班【必要に応じた総括班職員】
情報班【必要に応じた情報班職員】
サポート班

【必要に応じたサポート班職員】

指揮監督者
連絡招集責任者
総括班【必要に応じた総括班職員】
情報班【必要に応じた情報班職員】

第3非常配備
状況によりそれぞれの災害対策
活動ができる体制

第２非常配備体制を基本とし、必要に
応じて配備要員を増員する。

第２非常配備体制を基本とし、必要に
応じて配備要員を増員する。
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建設管理部における防災対応

異常時パトロール
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事業課、出張所等では、異常気象時や異常気象の収束後に異常時パトロール

を 維持組合に指示したり、場合によっては職員が直接実施します。

施 設 頻 度 備 考

道路関係 異常気象時等
震度４以上の地震後、及び津波警報解除後、又は降雨量が出動基準
に達するなど、業務担当員が指示した場合

河川関係
異常気象時・
後

震度４以上の地震後、大雨出水時及び出水後、高潮及び津波警報解
除後

ダム関係
異常気象時・
後

大雨出水時、地震後（震度４、若しくはダム基礎部地震計で25gal
以上）

海岸関係 異常気象後
震度４以上の地震後、高潮警報解除後、波浪警報解除後、津波警報
解除後、津波注意報解除後

砂防等関係 異常気象後 震度４以上の地震後、土砂災害警戒情報の解除後、又は大雨出水後
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道路パトロールで発見
→吹雪により、道路が雪で埋まる
→通行止めを実施！

17

発見！ 応急完了！

農地

河川パトロールで発見→応急措置！

18



応急対策完了後

既設被災擁壁

応急工事：ブロック

応急工事：矢板

海岸パトロールで発見→応急措置！

19

○ 応急対策に関する助言

大規模災害発生時の対応フロー

テクニカル
サポート北海道
〔 建設部職員 〕

収束後、5日以内
（国へは10日以内）

被害報告（最終報）

随時修正
（国へは1ヶ月以内）

災 害 査 定

発災から
概ね２ヶ月以内

査定の3週間前
（国へは2週間前）

災 害
アドバイザー

被 災 建 設 管 理 部

目論見書提出

広域サポート

○ 初動対応サポート
・被害状況を把握

○ 被災状況の整理

激甚な
災害発生

初

動

対

応

応
急
対
応

復
旧
検
討

査

定

準

備

査
定
対
応

○ 調査、設計業務発注(緊急)
・調査範囲の検討

○ 公物管理パトロール
・被災状況の把握
・緊急対応箇所の整理 …等

○ 調査・設計業務対応
・調査範囲の指示
・被災状況の整理 …等

○ 維持補修業務
・決壊防止等の緊急対応
・道路啓開作業 …等

○ 応急対策工事発注(緊急)

○ 応急対策工事対応
・工法検討、施工指示
・写真撮影指示 …等

○ 調査・設計業務対応
・被災原因の整理
・復旧方法の検討(改良復旧等)
・起終点決定 …等

○ 調査範囲に関する助言

○ 地元対応
・復旧工法説明
・用地取得協議 …等

○ 支援内容を検討

助⾔

○ 復旧方法に関する助言

○ 調査・設計業務対応
・設計数量算出(成果品確認)
・査定資料作成(成果品確認)

…等

○ 査定準備（現地）
・起終点杭設置 …等

○ 査定設計書作成
・査定設計書作成
・査定資料作成(写真、設計説明書)
・目論見書作成 …等

○ 査定準備（資料）
・維持管理資料整理
・説明資料整理 …等

○ 建設管理部業務を
サポート

情 報 提 供

助言

助言

○ 支援内容に関する助言

助言

○査定資料に関する助言

建設部職員
建設管理部職員

○ 建設管理部業務を
サポート

○ 必要に応じて
サポートを継続

被害報告（第1報）

助⾔

○査定資料に関する助言

建設部におけるサポート体制について

みなさんの現場を支援します！ 20



北海道が防災対応を重要視する
きっかけになった災害事例を見て
いただきます。
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過去に起きた
防災対応事例について

（１）平成１５年８月台風１０号
帯広土現（現：帯広建管）：居辺本別線・居辺橋
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⾜寄町
上⼠幌町

本別町

位置図

居辺橋
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当時の状況（新聞情報等より）

・ ９日 １２：３０ 十勝地方に大雨洪水警報発令

・ ９日 ２２：３０ 事業課現地パトロール実施
（警報発令後、２回目）

２３：００ 被災ワゴン車 札幌出発

（この間、５時間）（町道落橋通行止め、国道通行止め）

・１０日 ３：３５ トラックが川に落ちたと１１９番通報
（ワゴン車はそのトラックの下に）

・１０日 ４：１０ 上士幌町から
土現にワゴン車事故の連絡

・１０日 ５：００ 道路通行規制実施
24



⾜寄町
上⼠幌町

本別町

当時の道路状況（推定）

国道通⾏⽌め

町道橋落橋

町道橋落橋

25
2５

被害を大きくした原因（帯広側）
（当時の内部調査委員会）

・ 帯広土現事業一課（現：帯広建設管理部事業課）では
上士幌の委託業者にパトロール継続を指示

・ 事故の数時間前に居辺橋の上からの目視で異常がなく、
桁下まで余裕があることを確認

・ その後、他の路線で土砂崩れが発生し、その対応を優先
させたため、その後のパトロールは中断された

・ 結果的に橋梁取り付け部の崩壊の発見や通行規制が、
出来ず

・ 被害車両は陸別町への途中、国道241号の通行規制の為
上士幌から本別への迂回ルートを走行中の事故

・ ５名死亡
26



豪雨災害を契機に検討した防災対応策

防災体制は、不測の事態を想定し、原則複数人体制を基本とする。

（組織全体での対応が重要）

非常配備体制を確認するため、出勤報告がなされるよう徹底する。

連絡がつかない場合のバックアップ体制を整える。

道路パトロール委託業者との連携を強化すること。（状況把握等）

雨量計などの防災に係る観測機器は随時点検する。

職場において、非常時の防災訓練などにより、体制の確認を行う。

日頃から全職員に防災意識の徹底を図ること。

27

（２）平成２５年３月
釧路建管：中標津出張所管内（暴風雪）

28

過去に起きた
防災対応事例について



天気図・日照時間の変化

■ 日本海から進む前線を伴った低気圧が急速に発達しながら北海道を通過

3⽉2⽇9時 3⽉2⽇12時 3⽉2⽇15時

2つの低気圧の中心
に挟まれて北海道は
気圧の傾きが小さい

オホーツク海で低気が
1つにまとまる

低気圧が北海道から離れるにつれて
気圧の傾きが大きくなる

29

２９

振興局 車両数 乗員数 市 町 村

空知 50 27 芦別市、赤平市、滝川市、南幌町、長沼町、北竜町

石狩 158 137 恵庭市、江別市、新篠津村、石狩市、当別町、北広島市

後志 22 未確認 神恵内村、蘭越町、真狩村、京極町、黒松内町、留寿都村

上川 47 56 中富良野町、東神楽町、美深町、富良野市

留萌 3 3 留萌市、苫前町

宗谷 32 47 枝幸町、稚内市、豊富町、礼文町

オホーツク 468 616
北見市、網走市、紋別市、美幌町、斜里町、小清水町、
訓子府町、佐呂間町、遠軽町、湧別町、雄武町、大空町

十勝 5 6 新得町

釧路 22 27 弟子屈町、標茶町

根室 122 99 根室市、標津町、中標津町、別海町、羅臼町

計 929 1,018 48市町村

※ 車両数は、立ち往生車両のほか、通行止めによる一時待避も含む
※ 乗員数は、確認されたもののみ集計

※北海道総務部危機対策局危機対策課 「低気圧に伴う暴風雪による被害状況等について」 より

◆ 道路での立ち往生車両等の状況
立ち往生車両等の状況（市町村等からの聞き取り）

避難所等への一時待機者：741名
※北見市258名、大空町102名、湧別町89名、中標津町56名、小清水町48名、

標津町47名、 枝幸町46名、佐呂間町45名、標茶町25名、根室市24名、羅臼町1名
30
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●養老牛虹別線（吹雪状況）

３１

摩周湖中標津線

３２



⽉⽇ 時 間 対 応

３⽉２⽇
（⼟） １４ ３５ 暴⾵雪警報発表

１４ ４５ 中標津出張所、３名で第１⾮常配備体制

１５ ００ 出張所が組合に対し、雪⾒パトロールの実施を指⽰し、パトロール開始（１６ ００ パトロール完了）

１６ ３０ 通行規制作業開始 （１７：００ 通行規制作業完了）

１７ ３０ 出張所に⻄⽵地区から救助要請（以下、救助要請①）が⼊り、組合に 対応を指⽰。組合はタイヤショベル１台を出動させる。

１８ ３０ 救助要請①の道中、知⼈を救助に⾏くというＡ⽒と遭遇。⼀緒に進んでいたところ雪に埋まっている⾞両を発⾒。
Ａ⽒が雪を掘り起こし、ぐったりしている乗員を確認したため、知⼈Ｂ⽒に１１９番通報を依頼。 タイヤショベルも除雪に協⼒。

１９ ００ 出張所にＭ⽒の知⼈Ｃ⽒からＭ⽒の救助要請（以下、救助要請②）が⼊り、組合に対応を指⽰。組合は、救助要請①に出動中のタイヤ
ショベルに対応を指⽰。出張所は、Ｍ⽒の携帯電話に何度も連絡を取るが通じず。

１９ １１ １１９番通報（Ｂ⽒）。 タイヤショベルは、救急⾞の進⼊路確保作業にあたる。

１９ ５３ １１０番通報（Ｂ⽒）

２０ ４５ 消防、中標津町から出張所に「事故で⼼肺停⽌の⼈が出たので、町の除雪⾞を先導させ現地に向かう」連絡が⼊る。救急⾞、パトカー、
町の除雪⾞に先導され、出発。

２１ ２２ 消防、警察、現地到着

２１ ４２ 救急搬送開始

２３ ０８ Ｍ⽒の死亡確認

３⽉３⽇
（⽇） ００ ０６ 出張所に警察からのＦＡＸが⼊り、Ｍ⽒が死亡したことを初めて知る

００ ２４ 出張所から本部へ死亡事故のＦＡＸ報告

０６ ２２ 暴⾵雪警報解除

◎ 釧路建設管理部の対応

３⽉２⽇（⼟）１７ ００からの状況
［釧路建管中標津出張所］

・登庁者：６名で対応
・救助要請の電話多数（１００件以上）
・指示や安否確認の電話に６名全員で対応

［道東道路維持組合（担当：釧根開発）］
・救助要請多数（通行規制の内外を問わず）
・管理車両は全て出動、各方面にて救助作業にあたる
・ひっきりなしの出動で、細かい報告をしている時間は無い

※ ⼀般道道上武佐計根別停⾞場線で、猛吹雪により⽴ち往⽣した⾞内で親⼦
４⼈が⼀酸化炭素中毒で死亡。

33

３３

暴風雪を契機に検討した防災対応策

建設管理部の本所、事業課及び出張所等におけ

る防災体制及び道路パトロール等の対応について

再度徹底を図ること。

対応職員が集中しないような配備体制。

職場内の横断的な連携の構築。（組織全体で）

道路パトロール委託業者との連携を強化する。

気象、降雪、道路状況の情報把握は広範囲で。
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防災情報に関するホームページ
公共⼟⽊施設維持管理システム https://www.mainte-managementsys-Hokkaido.info/imm/

防災対応マップシステム

道路気象情報提供ＷＥＢシステム

道路パト基準監視システム

35

⽔防警報FAX送信システム

防災情報に関するホームページ
防災マップシステム
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本 部 第1⾮常配備体制中
事業課 第1⾮常配備体制中

事業課 ⼤⾬警報（⼟砂災害）、⼤⾬警報（浸⽔
害）、短時間⼤⾬、洪⽔警報、⼟砂災害警戒情報、



防災情報に関するホームページ
防災マップシステム
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被災・点検報告システム

その他の防災系ＨＰ ⽔防警報FAX送信システム

道路パト基準監視システム

防災情報に関するホームページ
道路パト基準監視システム

38

基準⾬量を超過
すると
⾚⾊・オレンジ
⾊に着⾊されま
す。

基準値までのおおよその時間を
⽰しています。

基準値を超過す
ると
この位置に移⾏
し、表⽰されま
す。



防災情報に関するホームページ
⽔防警報FAX送信システム

基準⽔位を超過すると
上のリストに上がります。
基準⽔位を超過すると
上のリストに上がります。

39

基準値までのおおよその時間を⽰しています。

防災情報に関するホームページ
北海道道路気象情報提供システム https://www.roadweather-Hokkaido.info/douro/Login.jsp
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基準値

観測値
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気象庁ホームページ

大雨・大雪 地震・火山

土砂災害等の危険度

42

気象庁ホームページ



特別警報・警報・注意報

 気象庁  ⾬ 暴⾵      発⽣  災害の防⽌・軽減のため、気象警報・注意報や早期注意情報（警報級の可能性）、気象
情報などの防災気象情報を発表しています。

・これらの情報は防災関係機関の活動や住⺠ 安全確保⾏動 判断 ⽀援  ため、災害に結びつくような激しい現象が予想される
数⽇前から早期注意情報（警報級の可能性）や気象情報を発表し、  後 危険度 ⾼   応  注意報 警報 特別警報 段
階的に発表しています。

・⼟砂災害警戒情報や指定河川洪⽔予報の共同業務については、あらかじめ役割分担を確認しておくことは重要

・24時間  2~3⽇先に災害をもらすような激しい現象が発⽣する可
能性があるときに予告する。

・警報・注意報の発表中 現象 推移 ⾒通  変化 特 警戒 必
要な点などを解説する。

全般気象情報 全国 対象 発表
地⽅気象情報 11地⽅毎に発表
府県気象情報 府県予報区毎 発表

●気象情報

・⼤⾬警報発表中に、数年 ⼀度 猛烈 ⾬ 観測した場合に発表

●記録的短時間⼤⾬情報

      指定  河川     河川 管理  国⼟交通省 都道府県
と気象庁が共同で、区間を決めて⽔位   流量 ⽰  洪⽔ 予報。

・氾濫注意情報＜氾濫警戒情報＜氾濫危険情報＜氾濫発⽣情報
・市町村における⽔防活動の判断や住⺠ 対  避難⾏動の参考

●指定河川洪⽔予報

■気象庁が発表する防災気象情報

・⼤⾬警報（⼟砂災害）が発表されている状況で、⼟砂災害発⽣の
危険度    ⾼     に、都道府県と気象庁が共同で、対象と
なる市町村を特定して警戒を呼びかける情報を発表。

・市町村⻑ 避難指⽰等の判断を⽀援、住⺠ 避難⾏動の参考

●⼟砂災害警戒情報

特別警報 警報 注意報 対象とする現象や災害

⼤⾬
浸⽔害

⼤⾬
浸⽔害

⼤⾬
浸⽔害 ⼤⾬による低い⼟地の浸⽔

⼟砂災害 ⼟砂災害 ⼟砂災害 ⼟⽯流・がけ崩れの⼟砂災害
（地すべりは除く）

暴⾵ 暴⾵ 強⾵ 暴⾵または強⾵

暴⾵雪 暴⾵雪 ⾵雪 雪を伴う暴⾵または強⾵、
交通障害

⼤雪 ⼤雪 ⼤雪 ⼤雪、交通障害

⾼潮 ⾼潮 ⾼潮 台⾵等による海⾯の上昇

波浪 波浪 波浪 ⾼波（⾵浪、うねり）

洪⽔ 洪⽔ 河川の増⽔、はん濫

●特別警報・警報・注意報

※注意報には、上記の他に、雷、濃霧、低温、着雪、乾燥、なだれ、着氷、融雪、霜注意報が
あります。
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https://www.jma.go.jp/bosai/warning/

https://www.jma.go.jp/jp/dosha/

https://www.jma.go.jp/bosai/flood/

https://www.jma.go.jp/bosai/information/

https://www.jma.go.jp/bosai/information/
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■気象庁が発表する防災気象情報
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■ 段階的に発表する防災気象情報

（いつ）

（どこで）

●注意報 ＜ 警報 ＜ 特別警報 危険度 ⾼   確認

 危険度 ⾊分   時系列
危険度 ⾼  時間帯 確認

 危険度 ⾯的分布
危険度 ⾼   ⾼     地域 確認

⼤⾬警報（⼟砂災
害） 危険度分布

⼤⾬警報（浸⽔害）の
危険度分布

洪⽔警報 危険度分布

◎気象情報
予告的な内容や、警報・注意報を補⾜する内容として
随時提供

●早期注意情報（警報級の可能性）
5⽇先までの警報発表の可能性を提供 翌⽇の期間までを【警戒レベル1】

◎記録的短時間⼤⾬情報

【警戒レベル２】＜【警戒レベル３相当】＜【警戒レベル５相当】

◎⼟砂災害警戒情報 【警戒レベル４相当】
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https://www.jma.go.jp/bosai/warning/



気象状況

○早期注意情報（警報級の可能性）

5⽇先までに命に危険が及ぶような警報級の現象
が起こりえる可能性を【⾼】【中】の2段階で発表し
ます。

翌⽇までの期間に警報級の可能性が【⾼】と発表
されたときは、 警報 切 替  可能性 ⾔及 
た注意報」や「予告的な府県気象情報」が発表さ
れる状況です。

早期注意情報（警報級の可能性）【中】が発表
されたときは、深夜などの警報発表も想定して、⼼
構えを⼀段⾼め、その後発表される気象警報や注
意報などを確認してください。

警報級の現象になる可能性を発表

令和○○年10⽉3⽇17時00分 ××地⽅気象台発表
北海道○○地⽅の早期注意情報（警報級の可能性）

○○地⽅では、４⽇までの期間内に、暴⾵、波浪警報を発
表する可能性が⾼い。
また、４⽇明け⽅までの期間内に、⼤⾬警報を発表する可能性
がある。

令和○○年10⽉3⽇17時00分 ××地⽅気象台発表
北海道○○地⽅の早期注意情報（警報級の可能性）

○○地⽅では、４⽇までの期間内に、暴⾵、波浪警報を発
表する可能性が⾼い。
また、４⽇明け⽅までの期間内に、⼤⾬警報を発表する可能性
がある。

発表例発表例

予告的な気象情報
・24時間  2~3⽇先 災害をもらすような激しい現象
が発⽣する可能性があるときに予告する。

・対象地域、注意警戒期間、防災事項、量的予想
（どこで、いつからいつまで、何が、どうなる）
 北海道地⽅気象情報
（例）⼤⾬ 関  北海道地⽅気象情報
・府県気象情報
（例）⼤⾬ 関  ⽯狩 空知 後志地⽅気象情報

■警戒レベルとの関係
翌⽇までの期間の⼤⾬に関する早期注意情報（警報級の可能性）・・・

【警戒レベル１】

（⽂章形式⼜は図形式）
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https://www.jma.go.jp/bosai/warning/

気象状況

○⼤⾬の状況を⾯的に把握するための情報

今後 ⾬（降⽔短時間予報）

6時間先   1km解像度 ７時間 15時間先   5km解像度  1時間ごと 降⾬ 降雪 短時間予報

⾬雲 動 （⾼解像度降⽔      ）
60分先まで（30分先  250m解像度 35分  60分  1km解像度） 5分ごと 降⾬ 降雪 短時間予報

⾼解像度降⽔        ⽬
先数⼗分の強い⾬で発⽣する⽔
害などにおいて、迅速な防災活
動 利⽤することができます。

※降⾬ 降雪 分布位置        
るように、市町村名の他、河川や鉄道、道
路 重  表⽰          

・気象衛星
・気象レーダー
・アメダス

降⽔短時間予報  15時間先
までの⼤⾬の動向を把握した上
で、警報 危険度分布 確認 
     早  避難⾏動 災害
対策 役⽴          

併せて確認することが有効です。

https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/
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注意報・警報・特別警報に、時間帯ごとに⾊分
   危険度 ⽰ 表 追加
・警報や注意報を発表する際、警報級や注意報
級の現象を予想した時間帯を⾊分けした表で発
表します。

     例  夜間 早朝 警報発表 可能性
がある場合には、⼣⽅のうちに注意報を発表し、
発表⽂中に 明 ⽅   警報 切 替  可
能性が⾼い」などと明⽰します。

気象状況

○警報・注意報

 着⾊  種別  今後警報 切 替  可能性 ⾼ 注意報 表     。

危険度 ⾼  時間帯（いつ）を確認

■警戒レベルとの関係（⼤⾬・洪⽔）
⼤⾬特別警報・・・【警戒レベル５相当】
⼟砂災害警戒情報・・・【警戒レベル４相当】
⼤⾬・洪⽔警報・・・【警戒レベル３相当】
⼤⾬・洪⽔注意報・・・【警戒レベル２】

■警戒レベルとの関係（⾼潮）
⾼潮特別警報・警報・・・【警戒レベル４相当】
⾼潮注意報（警報に切り替える可能性が⾼い）…【警戒レベル３相当】
⾼潮注意報・・・【警戒レベル２】

令和〇〇年4⽉12⽇16時40分〇〇地⽅気象台発表

https://www.jma.go.jp/bosai/warning/
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⼤⾬、雷、濃霧注意報

単位   

発表基準（1時間⾬量）発表基準（1時間⾬量）

気象状況

数年 ⼀度程度  発⽣      短時間 ⼤
⾬  観測(地上 ⾬量計   観測)したり、解析
(気象     地上 ⾬量計 組 合   解析
⾬量)         発表    
⼤⾬警報発表中  現在 降⾬   地域   

て⼟砂災害や浸⽔害の発⽣につながるような、稀にし
 観測   ⾬量       知    ために発表
するものです。

記録的短時間⼤⾬情報

発表例発表例

⼤⾬警報（⼟砂災害）が発表されている状況
で、命の危険を及ぼす⼟砂災害がいつ発⽣しても
おかしくない状況となったとき、市町村⻑ 避難指
⽰ 住⺠ ⾃主避難 判断 ⽀援するよう、対象
となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報。都
道府県と気象庁が共同で発表します。

⼟砂災害警戒情報

発表例発表例

重⼤な災害がいつ発⽣してもおかしくない⾮常に危険な状況 ⇒危険度分布 “場所” 確認重⼤な災害がいつ発⽣してもおかしくない⾮常に危険な状況 ⇒危険度分布 “場所” 確認

⽯狩・空知・後志地⽅記録的短時間⼤⾬情報 第１号
令和〇〇年〇⽉〇〇⽇０４時１９分 気象庁発表

４時北海道 記録的短時間⼤⾬
千歳市⽀笏湖付近で約１００ミリ

【警戒レベル４相当】

〇記録的短時間⼤⾬情報・⼟砂災害警戒情報
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 地元 ⾃治体 警戒   ５緊急安全確保 発令  判断材料   情報 
・何らかの災害がすでに発⽣している可能性が極めて⾼い状況。
・命の危険が迫っているため直ちに⾝の安全を確保してください。

 地元 ⾃治体 警戒   ５緊急安全確保 発令  判断材料   情報 
・何らかの災害がすでに発⽣している可能性が極めて⾼い状況。
・命の危険が迫っているため直ちに⾝の安全を確保してください。

 

気象状況

命を守る最善
の⾏動をとる

〇⼤⾬特別警報【警戒レベル５相当】
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https://www.jma.go.jp/bosai/warning/

⼤⾬警報（⼟砂災害） 危険度分布
（⼟砂災害警戒判定メッシュ情報） ⼤⾬警報（浸⽔害） 危険度分布

洪⽔警報 危険度分布

⼟砂災害

⾼解像度降⽔      

○⼤⾬警報・洪⽔警報の危険度分布

⼤⾬ 降    時刻 場所 気象     把握可能 
しかし、災害が発⽣する時刻・場所とは、必ずしも⼀致し
ない。

気象庁では、警報等の補⾜として、
どこで災害発⽣ 危険度が⾼まっているかを、視覚的
 確認     危険度分布 提供 

危険度分布 提供

洪⽔害
浸⽔害

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:flood
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⼤⾬警報（⼟砂災害） 危険度分布
（⼟砂災害警戒判定メッシュ情報）

⼤⾬警報（浸⽔害） 危険度分布 洪⽔警報 危険度分布

・⼟砂災害警戒情報及び⼤⾬警報（⼟砂災
害）を補⾜する情報

 1km四⽅ 領域（    ）    ２時間先ま
で ⼟壌⾬量指数予測値による⼟砂災害発⽣
 危険度   最 ⾼ 危険度 表⽰ 

 10分毎 更新

・⼤⾬警報（浸⽔害）を補⾜する情報
 1km四⽅ 領域（    ）    １時間先ま

で 表⾯⾬量指数予測値による浸⽔害発⽣の
危険度   最 ⾼ 危険度 表⽰ 

 10分毎 更新

・洪⽔警報を補⾜する情報
 中⼩河川 流路 沿   3時間先まで 流
域⾬量指数予測値による洪⽔害発⽣の危
険度   最 ⾼ 危険度 表⽰ 

 10分毎 更新

「■極めて危険」は予測ではなく、「極めて危険な状況に到達している」ことを⽰す。

指数 基準 判定  結果 危険度分布   表⽰
災害発⽣との相関が⾼い「指数」および地域の特性に応じた「基準」を⽤いて、災害発⽣ 危険度 予測  分布図により、災害発⽣
に対する警戒を呼びかけています。
危険度分布   ⼟砂災害 浸⽔害 洪⽔害 危険度 ⾼     状況 地図上 ⾊分    知      
危険度  ⻩（注意）⇒⾚（警戒）⇒うす紫（⾮常に危険）⇒濃い紫（極めて危険）の順に⾼くなります。
危険度分布 ⾒   ⾃  地域 迫 危険度 ⾼   ⼀⽬ 把握     気象庁HP上の表⽰は、以下のとおり。

 

○⼤⾬警報・洪⽔警報の危険度分布

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:flood
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○⼤⾬警報（⼟砂災害）の危険度分布

⼟砂災害
⼟砂災害警戒区域等

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:land
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○⼤⾬警報（浸⽔害）の危険度分布

浸⽔害

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:inund
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○洪⽔警報の危険度分布

洪⽔害
洪⽔浸⽔想定区域

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:flood
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一日の時間細分

発表された時間に
注視！

解除の目安に 
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最後に
防災対応～ 速やかに

正確に
連携を
そして、人命第一

防災意識の向上が求められます！

終わり
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